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ふるさとの夏まつり
燃ゆる感動 かごしま国体・かごしま大会

ビーチバレーボールリハーサル大会

No.752

■主な記事 【今月の表紙】

今月は大崎の夏の夜をキレイに彩っ

た七夕さあ2019での花火です。夏の

風物詩として、今年も人々の心に刻

まれました。

（ 関連記事2 ～ 3ページもご覧ください）

■SDGs推進宣言のまち



大崎七夕さあ 2019　８月10日（土）

　花火が復活し、今年で５回目の開催となった『大崎七夕さあ 2019』。今年も大崎小学校の校庭に特設ステージ

が設けられ、かき氷や焼き鳥など様々な露店が立ち並び、約4,500人の来場者の方々が楽しみました。特設ステー

ジでは、舞踊やよさこい、フラダンスなどが披露された他、本町出身のＭＢＣリポーターの柳原志穂さんとタレン

トの竹之内雄太さんの笑いあふれる司会に会場は大いに盛り上がりました。最後には、ミュージック花火やメッセー

ジ花火など、約1,200発の色鮮やかな美しい花火が、大崎の夏の夜空を彩り、祭りは大盛況のうちに幕を閉じました。

ふ
る
さ
と
の

　
夏
ま
つ
り
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第９回 菱田ふれあい祭り　８月17日（土）

　菱田分館運動場で菱田校区子ども会主催により開催された『菱田ふれあい祭り』。菱田小特製の法被を着た子ど

もたちと保護者が一緒になってかき氷やくじ引きなどの露店を出し、地域と交流を深めました。舞台では、菱田・

中沖保育園の園児によるダンスや大崎中ボランティア部の太鼓演奏などが披露され、祭りを盛り上げていました。

第９回 中沖夏祭り　８月18日（日）

　中沖の児童・生徒が実行委員となり運営する『第９回中沖夏祭り』。今年のキャッチコピーは『令和元年夏祭り！

やっぱり主役は私たち！たくさん楽しもう！』と題し、実行委員が祭りを進行しました。ステージでは、中沖小学校

の児童らによる合唱や中沖分館女性部による手話などが披露され、大盛り上がりの祭りとなりました。

大丸ふれあい祭り　８月２4日（土）

　大丸保育園の園児による元気な組体操で幕を開けた『大丸夏祭り』。大丸小学校の児童によるソーラン節や舞踊、

フラダンス、のど自慢など多彩な演目で会場はにぎわいました。会場には児童が作った灯ろうが並び会場を華や

かに演出した他、露店ではかき氷や焼きそばなどが全て売り切れるなど、盛り上がりを見せていました。
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７
月
27
日
（
土
）か
ら
28
日
（
日
）に
か

け
て
、
大
崎
町
ビ
ー
チ
ス
ポ
ー
ツ
専
用

競
技
場
に
お
い
て
、『
第
５
回
全
九
州
ビ

ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権

（
岩
崎
杯
）大
会
』が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
本
町
が
来
年
開
催
さ
れ
る

『
第
75
回
国
民
体
育
大
会 

燃
ゆ
る
感
動

か
ご
し
ま
国
体
・
か
ご
し
ま
大
会
』
に
お

い
て
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
開
催

地
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
番
に

向
け
て
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
と
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

『
第
５
回
全
九
州
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
（
岩
崎
杯
）
大

会
』
は
高
校
生
を
対
象
と
し
、
九
州
各

県
か
ら
予
選
を
勝
ち
上
が
っ
た
男
子
24

チ
ー
ム
と
女
子
28
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

２
人
制
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
鹿
児
島
県

か
ら
は
、
女
子
が
、
指
宿
商
業
高
校
、

串
良
商
業
高
校
（
２
チ
ー
ム
）
、
曽
於

高
校
、
鹿
屋
農
業
高
校
、
水
本
・
末
弘

ペ
ア
が
出
場
し
、
男
子
が
鹿
屋
高
校
（
３

チ
ー
ム
）
、
イ
ジ
チ
・
ホ
リ
ゾ
エ
ペ
ア

が
出
場
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
予
選
と
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
１
回
戦
が
行
わ
れ
、
２
日
目
は
男
女

と
も
に
ベ
ス
ト
８
か
ら
試
合
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
大
会
期
間
中
は
晴
天
に
恵
ま

れ
猛
暑
の
中
で
の
試
合
と
な
り
ま
し
た

が
、
選
手
た
ち
は
、
気
迫
あ
ふ
れ
る
プ

レ
ー
を
披
露
し
、
大
会
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

　

結
果
は
、
男
子
の
優
勝
が
日
章
学
園

第75回国民体育大会燃ゆる感動　かごしま国体・かごしま大会

ル リハーサル大会
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Ａ
（
宮
崎
県
）
、
準
優
勝
が
日
章
学
園
Ｃ
、

３
位
が
誠
修
Ａ
（
福
岡
県
）
と
誠
修
Ｂ

が
輝
き
、
女
子
は
、
優
勝
が
育
徳
館
Ａ

（
福
岡
県
）
、
準
優
勝
が
大
分
（
大
分
県
）
、

３
位
が
育
徳
館
Ｂ
と
八
代
白
百
合
（
熊

本
県
）
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
大
会
は
『
第
75
回
国
民
体

育
大
会 

燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
・

か
ご
し
ま
大
会
』の
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
と
し
て
開
催
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
来
年
の
本
番
に
向
け

て
様
々
な
取
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

試
合
会
場
で
は
、
コ
ー
ト
を
オ
レ
ン

ジ
の
ネ
ッ
ト
で
囲
み
ボ
ー
ル
が
コ
ー
ト

外
へ
出
な
い
よ
う
に
し
た
他
、
観
覧
席

や
取
材
用
の
カ
メ
ラ
ブ
ー
ス
が
設
営
さ

れ
た
り
と
本
番
を
見
据
え
た
会
場
作
り

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ー
ト
外
の
会
場
運
営
に
つ
い
て

は
、
選
手
専
用
の
休
憩
所
や
ト
イ
レ
等

が
設
け
ら
れ
選
手
が
競
技
に
集
中
で
き

る
環
境
を
整
え
た
り
と
、
様
々
な
工
夫

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
地
元
の
高
校

生
が
競
技
運
営
に
参
加
し
た
り
、
大
崎

中
学
校
の
生
徒
ら
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
コ

ー
ナ
ー
や
う
な
ぎ
の
振
る
舞
い
な
ど
、

会
場
運
営
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

し
、
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

来
年
の
開
催
に
向
け
て
、
競
技
面
や

会
場
面
な
ど
の
確
認
が
で
き
た
他
、
本

番
の
開
催
が
待
ち
遠
し
く
な
る
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

2020年９月12日（土）から15日（火）

【ビーチバレーボールの実施日程】

【デモンストレーションスポーツ：ドッチボール】

会場：大崎町ビーチスポーツ専用競技場

2020年６月21日（日）　大崎町総合体育館

ビーチバレーボールは

会期前実施競技となっています。

ぜひ、応援にお越しください！

第75回国民体育大会燃ゆる感動　かごしま国体

ビーチバレーボール リ
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今年も熱戦！
第15回ビーチスポーツフェスタ

　８月18日（日）、ビーチスポーツ専用競技場に

おいて『第15回くにの松原ビーチスポーツフェス

タ』が開催されました。

　ビーチバレーの部には県内外から29チーム、

ビーチフットサルの部では37チームの参加があ

り、どちらも白熱した試合が展開され、会場は

大いに盛り上がりました。

　また、恒例の『うなぎの振る舞い』を実施し、

参加者らはうなぎのかば焼きに大満足の様子で

した。

手洗いマイスターが伝授！
正しい手洗いで感染症予防

夏の思い出を親子で！
地域間交流イベントを開催

　７月23日（月）に大崎小学校にて、遊びの学

校を活用し、７名の手洗いマイスターによる

『正しい手洗い教室』が実施されました。

　講師の小牟田さんは「この活動を通じて手洗

いの正しい手順を覚え、食中毒の予防をしっ

かりとしてほしい」と述べました。

　手洗いマイスターとは、（公社）日本食品衛生

協会が設立した『手洗いマイスター』制度によ

り、認定講習会を受講し大崎町内でも７名の

方が認定を受け活動しています。

　８月４日（日）、NPO法人このはなの主催で

子ども会の交流イベントが開催されました。

　参加したのは文化通り子ども会と仮宿下子

ども会で大人と子ども合わせて46名が参加し

ました。

　イベントでは、器や箸の製作やそうめん流

し体験、大型絵本の読み聞かせなどを行い、

地域間や異年齢の交流を図り、充実した活動

となりました。

（写真はこのはなからの提供）
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旬な話題をお届け！おおさきフラッシュ

　８月３日（土）、町総合体育館において、大崎

町剣道連盟主催の『第43回大崎町七夕祭剣道大

会』が開催され、県内外から137チームが参加し、

真夏の猛暑のなか、激闘を繰り広げました。

　開会式で東町長は、「暑い中ですが、頑張って

ください」と各チームを激励しました。

　大崎町からは、大崎武道館が低学年の部、高

学年の部、中学校の部にそれぞれ出場し、熱い

試合が展開されました。

熱戦が繰り広げられました！
第43回大崎町七夕祭剣道大会

大崎の歴史をクイズで学ぼう！
郷土愛を育む講演会を開催

トップアスリートが集結
充実した合宿を行いました！

　８月18日（日）、大崎小学校体育館において、

大崎町青少年活動事業実行委員会主催の『郷土

愛を育む講演会』が実施されました。

　『クイズでわかる大隅の歴史』と題した講演

では、講師に仙巌園の学芸員を務めている岩

川拓夫さんが大隅半島や大崎町の歴史につい

て分かりやすく解説を行いました。

　クイズが正解すると、講演会の参加者から

歓声があがり、楽しい雰囲気での講演会とな

りました。

　８月12日（月）から26日（月）にかけて、陸

上競技の十種競技日本記録を持つ、右代啓祐

選手（写真左）や三段跳びの山下祐樹選手（写

真中央）、リオ五輪男子400Mハードルに出場

した野澤啓佑選手（写真右）が大崎町で合宿を

実施し、東町長が激励を行いました。

　右代選手はジャパンアスリートトレーニン

グセンター大隅について「砲丸投げや走り高跳

などが一つの施設にあり、充実した合宿を行

うことができます。」と感激した様子でした。
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お帰りなさい！
海外派遣事業研修生が報告会

中学生が防止活動を実施！
『ダメ。ゼッタイ。』キャンペーン

　大崎町青少年・一般海外研修派遣事業を活

用し夏休みの１ヶ月間アメリカシアトル市へ

ホームステイをした、坂美宝さん（尚志館高１

年）、宮下まどかさん（鹿屋高１年）、枦山隼太

朗さん（志布志高２年）の３名が８月30日（金）

に役場において、帰国報告会を行いました。

　研修生の３名は、「ホームステイを通して異

文化交流ができ、とても貴重な経験となりま

した。」と研修の感想を述べました。

　７月６日（土）、大崎町保護司会、大崎町更生

保護女性会、大崎中生徒会及びボランティア

部の皆さんが、「社会を明るくする運動」として、

薬物乱用防止を呼びかける「ダメ。ゼッタイ。」

キャンペーン活動に参加しました。

　参加者らは「薬物乱用はダメ。ゼッタイ。キ

ャンペーン中です。薬物乱用をなくすため、募

金をお願いします。」と呼びかけ、グッズを配布

しながら普及啓発に努めていました。

　８月28日（水）と29日（木）の２日間にかけて、

社会教育課主催の『キッズセミナー』を開催し、

町内の小・中学生25名が参加しました。

　今年は、都萬神社の境内の掃除や遺族会代表

の諸木さんから戦争についての講話や工作活動、

鹿児島市立科学館へ社会科見学に行ったりと、充

実した２日間を過ごしました。

　参加した子どもたちは、「友達ができたり、プ

ラネタリウムを見れたりして楽しかったです。」

と感激した様子でした。

歴史と科学を学ぶ２日間
キッズセミナーを開催しました！
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ま
し
た
。
」
、
金
賞
が
獲
れ
た
要
因

を
尋
ね
る
と
、「
練
習
は
厳
し
く

緊
張
感
を
持
つ
よ
う
に
心
掛
け
て

い
ま
す
が
、
本
番
で
は
演
奏
し
な

が
ら
自
分
が
楽
し
む
こ
と
を
意
識

し
ま
し
た
。
そ
れ
が
良
い
結
果
に

繋
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
」
と
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　

顧
問
の
肝
付
み
ど
り
先
生
に
感

想
を
聞
く
と
「
今
の
部
員
の
頑
張

り
だ
け
で
は
な
く
、
先
輩
た
ち
の

頑
張
り
も
含
め
た
積
み
重
ね
が
結

果
に
繋
が
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
11
日
（
日
）
、
宮
崎
市
で

開
催
さ
れ
た
『
第
15
回
南
九
州
小

編
成
吹
奏
楽
コ
ン
テ
ス
ト
』
で
は

初
出
場
な
が
ら
、
見
事
銀
賞
を
受

賞
し
、
さ
ら
に
最
も
印
象
に
残
る

演
奏
者
に
贈
ら
れ
る
『
き
ら
め
き

賞
』
を
フ
ル
ー
ト
の
廣
瀬
さ
ん
が

受
賞
し
ま
し
た
。

　

卒
業
式
や
入
学
式
、
体
育
祭

な
ど
行
事
を
華
や
か
に
彩
る
吹
奏

楽
。
大
崎
中
学
校
吹
奏
楽
部
は
こ

れ
か
ら
も
楽
し
む
こ
と
を
モ
ッ
ト

ー
に
、
素
敵
な
サ
ウ
ン
ド
を
私
た

ち
に
届
け
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

大
崎
中
学
校
吹
奏
楽
部
は
、
７

月
24
日
（
水
）
、
宝
山
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
「
第
53
回
鹿
児
島
県

中
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
夏
の
祭

典
」
と
７
月
31
日
（
水
）
、
鹿
児
島

市
民
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た

『
第
64
回
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
』

の
小
編
成
の
部
に
出
場
し
、
両
大

会
で
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ダ

ブ
ル
金
賞
受
賞
は
新
大
崎
中
学
校

と
な
っ
て
初
め
て
の
快
挙
で
す
。

ま
た
、『
第
64
回
県
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
小
編
成
の
部
』
で
は
、
金

賞
の
中
か
ら
１
校
し
か
出
場
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
『
第
15
回
南
九

州
小
編
成
吹
奏
楽
コ
ン
テ
ス
ト
』

出
場
へ
の
切
符
を
、
創
部
史
上
初

め
て
手
に
し
ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
喜
び
を
部
長
の
森
川

萌
乃
華
さ
ん
は
「
金
賞
を
目
標
に

日
頃
か
ら
頑
張
っ
て
き
た
の
で
嬉

し
か
っ
た
で
す
。
さ
ら
に
南
九
州

大
会
出
場
も
決
ま
り
と
て
も
驚
き

◦ 期日：10月６日（日）

◦ 場所：中央公民館 大ホール

◦ 時間：開演 13時30分 （開場：13時）

演奏曲　・アベージュアルカンシェル（コンクール金賞受賞曲）、ヒット曲メドレー　lemon 他

右：部　長　森川萌乃華さん
中：顧　問　肝付みどり先生
左：副部長　廣瀬　琴音さん

南九州大会へ初出場！
吹奏楽部がＷ金賞創部史上

初の快挙

大崎中学校

第６回 定期演奏会を開催します！
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Vol.6

雅ねえの、みんなで取り組む

獣害対策講座
※タイトルに記載している『雅ねえ』の表記は、本人の原稿どおりで掲載の了承を得ています。

お
さ
ら
い
と
予
習

　

早
い
も
の
で
講
座
も
６
回
目
。

　

手
元
に
六
月
号
が
あ
る
人
は
野

菜
の
話
と
合
わ
せ
て
お
読
み
く
だ

さ
い
な
。

【
前
回
】

　

前
回
は
牧
草
の
イ
タ
リ
ア
ン
ラ

イ
グ
ラ
ス
さ
え
食
え
れ
ば
、
イ
ノ

シ
シ
、
シ
カ
な
ん
て
ど
ん
ど
ん
増

え
る
。
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
を
営
農

見
直
し
の
き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し

い
っ
て
こ
と
話
し
た
つ
も
り
。

【
今
回
】

　

今
回
は
、
何
気
な
く
畑
に
放
置

し
た
り
、
竹
林
と
か
に
投
棄
し
た

作
物
残
渣
の
話
。
無
意
識
の
餌
付

け
を
き
っ
か
け
に
、
動
物
が
自
分

た
ち
の
楽
園
つ
く
り
を
始
め
る
。

　

動
物
の
種
類
も
ど
ん
ど
ん
増
え

る
っ
て
お
話
し
だ
よ
。

見
え
て
き
た
物
語

　

広
島
県
の
海
辺
に
あ
る
、
戸
数

50

ば
か
り
の
集
落
に
行
っ
て
き

た
。
最
近
、
イ
ノ
シ
シ
や
タ
ヌ
キ
、

ア
ナ
グ
マ
に
や
ら
れ
て
わ
ず
か
ば

か
り
の
水
田
や
畑
も
、
作
付
け
た

い
け
ど
、
植
え
れ
ば
や
ら
れ
る
に

き
ま
っ
て
る
っ
て
耕
作
放
棄
地
が

ど
ん
ど
ん
増
え
始
め
た
と
こ
ろ
。

　

み
ん
な
、
何
と
か
し
た
い
と

思
っ
て
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
思
い
に
対
策

は
や
っ
て
き
た
け
ど
被
害
は
増
え

る
ば
か
り
。
も
う
、
あ
き
ら
め
る

し
か
な
い
の
か
？

　

そ
ん
な
時
、
女
性
中
心
で
獣

害
対
策
を
は
じ
め
、
活
性
化
し

ち
ゃ
っ
た
島
根
県
の
美み

郷さ
と

町
の
取

り
組
み
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
流
れ
た
。

　

と
に
か
く
一
度
来
て
ほ
し
い
。

　

ま
ず
は
畑
や
集
落
歩
い
て
み

た
。
こ
れ
ほ
ど
ピ
ュ
ア
に
被
害
激

化
の
物
語
を
残
し
た
集
落
は
な

い
っ
て
感
じ
た
。

　

畑
の
外
、
ど
の
畑
も
過
去
に
捨

て
ら
れ
続
け
た
野
菜
残
渣
。

　

朽
ち
て
半
ば
堆
肥
化
し
た
去
年

の
ナ
ス
、
誘
引
紐
ご
と
捨
て
ら
れ

た
キ
ュ
ウ
リ
や
ト
マ
ト
の
茎
。

　

加
え
て
そ
の
上
に
今
年
捨
て
ら

れ
た
巨
大
な
黄
色
い
採
り
忘
れ
の

キ
ュ
ウ
リ
や
半
ば
腐
っ
た
尻
腐
れ

ト
マ
ト
。

　

残
渣
の
山
の
ま
わ
り
は
い
た
る

と
こ
ろ
に
ア
ナ
グ
マ
の
堀
跡
。

　

そ
し
て
周
辺
の
草
む
ら
や
林
縁

部
に
は
イ
ヌ
ビ
ワ
、
ク
ワ
、
ビ
ワ
、

ア
ケ
ビ
に
キ
イ
チ
ゴ
と
い
っ
た
動

物
た
ち
の
好
む
草
木
。

【
プ
ロ
ロ
ー
グ
】

　

始
ま
り
は
焚た
き

火び

の
自
主
規
制
？

　

「
昔
は
、
ス
イ
カ
の
ツ
ル
と
か

片
づ
け
る
と
き
は
敷
き
藁
ご
と
集

め
て
そ
の
場
で
燃
や
し
て
い
た
。

　

け
ど
、
焚
火
す
る
と
つ
い
つ
い

残
渣
だ
け
で
な
く
可
燃
ゴ
ミ
の
段

ボ
ー
ル
と
か
木
箱
と
か
燃
や
し
て

し
ま
う
。

　

そ
ん
な
頃
、
ゴ
ミ
の
野
焼
き
が

問
題
に
な
り
、
焚
火
禁
止
の
条
例

と
と
も
に
な
ん
と
な
く
、
焚
火
は

ダ
メ
み
た
い
な
風
潮
が
広
が
っ

て
、
畑
の
残
渣
も
邪
魔
に
な
ら
な

い
畑
の
畦
や
林
縁
部
に
野
積
み
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

余
っ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
種
イ
モ
、

塔と
う

立だ

ち
し
た
ハ
ク
サ
イ
や
ダ
イ
コ

ン
、
細
い
イ
モ
と
根
の
付
い
た
サ
ツ

マ
イ
モ
の
ツ
ル
、
ま
た
遅
な
り
果
、

取
り
残
し
果
実
の
つ
い
た
ナ
ス
や

カ
ボ
チ
ャ
の
茎
葉
、
さ
ま
ざ
ま
な

野
菜
残
渣
が
年
中
捨
て
ら
れ
る
。

【
第
１
章
】

　

 

動
物
に
よ
る
動
物
の
た
め
の

楽
園
づ
く
り

　

そ
う
し
て
動
物
に
よ
る
動
物
の

楽
園
づ
く
り
と
い
う
物
語
は
始

ま
っ
た
。

　

残
渣
の
捨
て
場
は
、
ミ
ミ
ズ
や

コ
オ
ロ
ギ
類
も
多
い
。
イ
タ
チ
や

テ
ン
、
ア
ナ
グ
マ
、
タ
ヌ
キ
と
い
っ

た
動
物
が
寄
っ
て
く
る
。
そ
し
て

食
べ
た
ら
う
ん
こ
す
る
。
う
ん
こ

か
ら
、
よ
そ
で
食
べ
て
き
た
イ
ヌ

ビ
ワ
、
ク
ワ
、
キ
イ
チ
ゴ
、
ア
ケ

ビ
な
ん
か
の
種
が
発
芽
し
て
育

つ
。
直
接
食
べ
ら
れ
る
野
菜
ク
ズ

の
他
に
、
残
渣
の
捨
て
場
に
は
コ

オ
ロ
ギ
、
バ
ッ
タ
な
ど
も
多
い
。

　

そ
し
て
自
分
た
ち
が
う
ん
こ
で

ふ
や
し
た
ア
ケ
ビ
、
ク
ワ
、
キ
イ

チ
ゴ
が
ま
す
ま
す
増
え
、
動
物
た

ち
の
楽
園
づ
く
り
が
進
む
と
と
も

に
、
よ
り
簡
単
に
満
腹
で
き
る
畑

の
農
作
物
に
手
を
出
す
動
物
も
で

て
き
た
。

■畑の隅に捨てられた甘藷苗床の種芋
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1949年、奈良県出身。

愛媛大学大学院農学研究科修士課程修了、京都大学博士（農学）。

元 農研機構 近畿中国四国農業研究センター 鳥獣害研究チーム長。

退職後、同センター専門員。宮崎県、熊本県、広島県、静岡県など

でアドバイザーとして継続的に活動。

著書に、『これならできる獣害対策』『山の畑をサルから守る』『山と

田畑をシカから守る』『 60歳からの防除作業便利帳』『ハダニ』『女性

がすればずんずん進む獣害対策』（いずれも農文協）など多数。

井
いの

上
うえ

  雅
まさ

央
てる

 氏
講師
紹介

　

物
語
は
尻
切
れ
ト
ン
ボ
の
ま

ま
、
こ
こ
ま
で
で
す
。

【
大
崎
町
の
あ
な
た
に
】

　

さ
て
、
こ
ん
な
尻
切
れ
ト
ン
ボ

の
物
語
な
ん
だ
け
ど
、
大
崎
町
の

あ
な
た
は
ど
ん
な
気
持
ち
で
読
ん

だ
か
な
？

　

も
し
、
あ
な
た
が
「
集
落
ぐ
る

み
で
餌
付
け
す
れ
ば
獣
害
増
え
て

当
た
り
前
、
あ
ー
っ
、
も
う
、
私

が
行
っ
て
教
え
て
あ
げ
た
い
」
っ

て
イ
ラ
イ
ラ
し
な
が
ら
読
ん
だ
な

ら
獣
害
対
策
の
こ
と
勉
強
で
き
て

る
人
。

　

「
こ
の
物
語
っ
て
何
を
言
い
た

い
ん
か
な
あ
、
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら

ん
」
っ
て
い
う
人
は
、
野
方
活
性

化
セ
ン
タ
ー
で
あ
と
何
回
か
あ
る

研
修
会
、
参
加
し
て
み
て
。

　

そ
れ
か
ら
、
あ
た
し
が
フ
ォ

ロ
ー
し
た
成
功
す
る
条
件
っ
て
何

か
わ
か
っ
た
か
な
？

　

そ
れ
は
ね
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
母

ち
ゃ
ん
た
ち
女
性
が
集
ま
っ
て
る

こ
と
、
そ
し
て
、
や
れ
駆
除
だ
、

柵
の
補
助
金
だ
と
騒
ぐ
人
が
い
な

い
、
自
分
で
被
害
止
め
た
い
人
ば

か
り
っ
て
と
こ
ろ
だ
よ
。

【
第
２
章
】

　

悪
戦
苦
闘
の
住
民
た
ち

　

「
そ
ろ
そ
ろ
収
穫
と
思
っ
て
た

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
何
者
か
に
食
わ

れ
た
！
」
、「
ス
イ
カ
が
割
ら
れ
て

食
い
散
ら
か
さ
れ
た
！
」

　

ネ
ッ
ト
を
作
物
に
直
接
被
せ
る

人
、
竹
を
切
っ
て
支
柱
に
し
、
漁

網
で
畑
を
囲
う
人
、
侵
入
場
所
と

思
し
き
山
際
に
ト
ラ
ロ
ー
プ
を
張

る
人
。

　

み
ん
な
、
考
え
付
く
対
策
を
取
り

始
め
た
け
ど
被
害
は
止
ま
ら
な
い
。

　

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
を
自
前

で
作
る
人
や
見
様
見
真
似
で
電
柵

を
設
置
す
る
人
も
で
て
き
た
。

　

そ
れ
で
も
被
害
は
ひ
ど
く
な
る

ば
か
り
…

　

そ
し
て
つ
い
に
田
ん
ぼ
の
イ
ノ

シ
シ
被
害
ま
で
出
始
め
、
と
う
と

う
作
付
け
を
あ
き
ら
め
る
人
も
出

て
き
た
。

　

集
落
の
あ
ち
こ
ち
に
セ
イ
タ
カ

ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
や
ス
ス
キ
の
繁
茂

す
る
耕
作
放
棄
地
が
増
え
始
め
た
。

【
第
３
章
】

　

雅
ね
え
の
毒
舌
炸
裂

　

そ
し
て
、
集
落
に
雅
ね
え
が

や
っ
て
き
た
。

　

村
人
た
ち
は
口
々
に
自
分
た
ち

が
や
っ
て
き
た
対
策
が
効
果
が
な

か
っ
た
こ
と
を
説
明
し
始
め
た
。

　

「
ネ
ッ
ト
も
張
っ
た
、
電
柵
も

ト
タ
ン
も
や
っ
て
み
た
け
ど
ダ
メ

や
っ
た
」
、「
苦
労
し
て
ワ
イ
ヤ
ー

メ
ッ
シ
ュ
も
設
置
し
た
、
赤
い
ピ

カ
ピ
カ
光
る
ラ
イ
ト
も
買
っ
た
け

ど
、
何
や
っ
て
も
突
破
さ
れ
る
！
」

お
ば
ち
ゃ
ん
、
父
ち
ゃ
ん
、
じ
い

ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
、
集

ま
っ
た
人
々
の
愚
痴
に
丁
寧
に
耳

を
傾
け
、
う
な
づ
き
な
が
ら
聞
い

て
い
た
雅
ね
え
が
あ
る
村
人
の
ひ

と
こ
と
に
反
応
し
た
。
そ
れ
は

「
何
を
や
っ
て
も
突
破
さ
れ
る
、

動
物
は
賢
い
。
」
の
一
言
。

　

「
何
を
言
う
て
る
の
？
、
動
物

な
ん
か
ち
ぃ
ー
と
も
賢
い
こ
と
な

い
、
あ
ん
た
ら
が
ア
ホ
な
だ
け
や
、

何
が
起
き
て
る
の
か
考
え
も
し
て

な
い
。
こ
ん
な
気
休
め
の
柵
、
対

策
で
も
な
ん
で
も
な
い
よ
。
け
ど

こ
の
集
落
見
込
み
あ
る
。
や
ら
ん

と
い
か
ん
こ
と
何
も
や
っ
て
な
い

ん
や
か
ら
。
」

　

で
も
フ
ォ
ロ
ー
も
忘
れ
な
い
。

「
こ
こ
は
、
す
ご
く
大
事
な
成
功

す
る
た
め
の
条
件
が
そ
ろ
っ
て
る

か
ら
安
心
し
て
。
あ
た
し
も
全
力

で
応
援
す
る
わ
よ
。
」

そ
し
て
、
村
中
で
一
番
被
害
の
ひ

ど
い
畑
を
モ
デ
ル
園
に
し
て
、
そ

の
畑
で
何
度
か
勉
強
会
を
や
っ

て
、
み
ん
な
で
被
害
の
止
め
方
を

学
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。

■イヌビワ

■キイチゴ

次回は鳥の

話しだよ～
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住
民
環
境
課

保
健
福
祉
課

企
画
調
整
課

農
林
振
興
課

総
務
課

大
崎
町
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

耕
地
課

曽
於
地
区
消
防
組
合

－おおさきInformation－

住民環境課 環境対策係
☎099-476-1111（127・128）

問第８回くにの松原クリーン大作戦のお知らせ

　美しい海を後世に引き継ぎ、また美しい自然の大切さを共有するため、ボランティアによる海

岸と松林の清掃活動を行います。多くの地域住民の皆さんの参加をお願いいたします。

　企業や団体、スポーツ少年団などからも多くの参加をお待ちしております。例年行われていま

す海岸漂着物調査の『クリーンアップキャンペーン』も同時開催します。

【日　時】　 令和元年10月19日（土）　8:00 ～ 11:00（受付開始 7:30） 
※雨天中止の場合は、当日7:00に防災無線でお知らせします。

【受付および集合場所】　くにの松原芝生広場

【作業内容】　海岸及び松林内のごみ拾い（予定）

【実施場所】　くにの松原周辺

【参加される企業・団体の皆さまへ】

　 　参加を希望される企業・団体の皆さまは、事前に役場住民環境課環境対策係まで御連絡ください。

　 　また、当日の駐車場は、限りがありますので、なるべく乗り合わせてご来場ください。

　　参加いただいた企業・団体名は町の広報誌などで紹介させていただく予定です。

【服　装】

　　作業のしやすい服装（長袖、長ズボン、長靴、帽子 など）

【持参していただくもの】

　・軍手　・タオル　・虫よけスプレー　・日焼け止め　など

　・飲み物（熱中症予防のため、必ずお持ちください）

【前回は以下の企業・団体の皆さんにご協力いただきました。ありがとうございました！】

１ 大崎グラウンド・ゴルフ協会 15 アウトドアネットワーク㈱ 29 冨士屋製菓㈲

２ 大崎水泳スポーツ少年団 16 町西土曜クラブ 30 おおさき総合案内所

３ 大崎ソフトボールスポーツ少年団 17
ＮＰＯ法人くろしお会
みのり作業所

31 大崎町老人クラブ連合会

４ 大崎町建設業同志会 18 大崎町衛生自治会 32 大隅アスリートサポートチーム

５ 大隅森林管理署 19 鹿児島県庁職員 33 株式会社錦城

６ ＪＡそお鹿児島　大崎支店 20 ㈲そおリサイクルセンター 34 株式会社サタコンサルタンツ

７ 大丸スイミングスポーツ少年団 21
（公社）大崎町シルバー人材

センター
35 若潮酒造株式会社

８ 大崎ラジコンクラブ 22
ＮＰＯ法人 大崎ものづくり
ネットワーク振興会

36 鹿児島相互信用金庫

９ 日本ハードウェアー㈱ 23 大崎町職員互助会 37 ＮＰＯ法人 水土里ボランティア

10 リバースプロジェクト 24 慶應義塾大学ＳＦＣ 38 株式会社南日本技術コンサルタンツ

11 ＪＩＣＡ（独立行政法人国際協力機構） 25 自然電力 39 鹿児島県土地改良事業団体連合会

12 朝日開発コンサルタンツ株式会社 26 株式会社 萩原技研 40 大崎町内水面種苗採捕組合

13 井関鉄工株式会社 27 株式会社 南生測量設計鹿児島

14 ＦＣ ＯＳＡＫＩスポーツ少年団 28 大崎町青年団
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住
民
環
境
課

保
健
福
祉
課

企
画
調
整
課

農
林
振
興
課

総
務
課

大
崎
町
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

耕
地
課

曽
於
地
区
消
防
組
合

まちからの大切なお知らせ

住民環境課 環境対策係
☎099-476-1111（127・128）

問地球温暖化防止実行計画の結果について

■ 大崎町地球温暖化防止実行計画における平成30年度の結果について 

公表します。

１　実行計画の策定目的

　 　大崎町では、庁舎等においての事務及び事業について、平成25年度を基準とした「大崎町地

球温暖化防止実行計画」（以下、「実行計画」）を平成29年３月に改定しました。

　 　この実行計画は、平成28年度から令和２年度までの５年間を計画期間とし、その後５年おき

に改定しながら、令和12年度における温室効果ガス排出量を、基準年度である平成25年度と比

較して40％削減することを目標としています。

２　実行計画の進捗状況について

　 　実行計画に基づき、冷房使用時間の短縮などの取組みを推進し、町の事務事業に伴う温室効

果ガスの排出削減に努めています。

　 　平成30年度に町の事務事業から排出された温室効果ガスは、基準年度である平成25年度と比

較した結果、3.7％増加しました。

表【原因別状況】

区　分

平成25年度（基準年） 平成30年度 基準年との比較

排出量
（㎏－CO₂）

構成比
（％）

排出量
（㎏－CO₂）

構成比
（％）

排出量
（㎏－CO₂）

昨年比
（％）

電　気 2,197,963 59.7 2,151,558 56.3 △46,405 △2.1

ガソリン 148,191 4.0 124,186 3.3 △24,005 △16.2

その他 1,333,668 36.3 1,541,719 40.4 208,051 15.6

合　計 3,679,822 100 3,817,463 100 137,641 3.7

　特に、「あすぱる大崎」（入浴施設に使用する重油使用量の増加等）及び「くにの松原キャンプ場」

（シーズン外利用者の増加等）において著しく増加しており、その他、計画対象施設74施設のう

ち、29施設において、施設利用者の増加や施設老朽化等の理由により排出量が増加しました。

３　今後の取組

　 　平成30年度の実績を重視し、引き続き全庁的な事務事業の見直しを行うと共に、今後も、空

調機器使用時間の分散化、マイボトル持参及びグリーンカーテンの実施を推進し、省エネに対

する意識啓発も含め、地球温暖化対策への意識高揚及び実践を図ることで温室効果ガス排出量

削減のために省エネ・省資源化への取組を引き続き継続して実行します。
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住民環境課 年金係
☎099-476-1111（123・126）

問国民年金に関するお知らせ

■ 10月１日から年金生活者支援給付金制度がはじまります

　 　年金生活者支援給付金は、公的年金等の収入や所得額が一定基準額以下の、年金受給者の生

活を支援するために、年金に上乗せして支給されるものです。

　 　受け取りには請求書の提出が必要です。ご案内や事務手続きは、日本年金機構（年金事務所）

が実施します。

　【対象となる方】

　・ 老齢基礎年金を受給している方 

以下の要件をすべて満たしている必要があります

　  □ 65歳以上である 

　  □ 世帯員全員が市町村民税が非課税となっている 

　  □ 年金収入額とその他所得額の合計が約88万円以下である

　・ 障害基礎年金・遺族基礎年金を受給している方 

以下の要件を満たしている必要があります

　  □ 前年の所得額が約462万円以下である

■請求手続き

①平成31年4月1日以前から年金を受給している方

　 対象の方には、日本年金機構から請求手続きのご案内が9月上旬から順次届きます。 

同封のはがき（年金生活者支援給付金請求書）を記入し郵便ポストに投函してください。

②平成31年4月2日以降に年金を受給しはじめた方

　年金の請求手続きと併せて年金事務所または市区町村で請求手続きをしてください。

■日本年金機構や厚生労働省を装った不審な電話や案内にご注意ください。

　 　日本年金機構や厚生労働省から、口座番号をお聞きしたり、手数料などの金銭を求めること

はありません。

　※ 年金生活者支援給付金のご請求でお困りになったときには、お電話ください。 

『給付金専用ダイヤル』：0570-05-4092（ナビダイヤル）

【お問い合わせ先】

　鹿屋年金事務所　　☎ 0994-42-5121
　住民環境課年金係　☎ 099-476-1111（内線126）

－おおさきInformation－
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保健福祉課 児童福祉係
☎099-476-1111（144・145）

問幼児教育・保育の無償化がスタートします！

　10月から、幼児教育・保育の無償化がスタートします。無償化の目的は、急速な少子化の進行

への総合的な対策と生涯にわたる人格形成を培う幼児教育の機会を保障するためです。

　また、子育て世代を応援し経済的負担の軽減を図ります。

■無償化の範囲

　 　「幼児教育・保育無償化」は、主に3歳児クラス（３歳で迎える４月１日の年度）から小学校就学前

までと２歳児クラス（３歳になる３月31日までの年度）までの町民税非課税世帯が対象となります。

　　また、無償化の対象となるサービスは、保育の必要性の有無によっても異なります。

　 　無償化の対象となるためにはすべての人がサービスを利用する前に認定を受ける必要があります。

幼児教育・保育無償化の対象と条件は、以下のとおりです。

年齢
（4/1時点）

課税状況 保育の必要性 対象のサービス 無償化となる範囲

３
歳 

～ 

５
歳

町
民
税
の
課
税
・
非
課
税
は
問
わ
な
い

条件あり 保育所（2号） 認定こども園（2号） 無償

条件なし 認定こども園（1号）　※１ 無償

条件なし 幼稚園
上限25,700円

（月額）

条件あり 預かり保育
上限11,300円

（月額）

条件あり
認可外保育施設
一時預かり事業など

上限37,000円
（月額）※２

条件なし 障害児通園施設 無償

０
歳 

～ 

２
歳

町
民
税
非
課
税
世
帯

条件あり

保育所（3号） 認定こども園（3号） 無償

認可外保育施設
一時預かり事業など

上限42,000円
（月額）　※３

条件なし 障害児通園施設 無償

※１　 ３歳の誕生日以降、３歳児クラスより前に認定こども園の１号になる「満３歳児」に 

ついては、３～５歳児と同様ですが、町民税非課税世帯である必要があります。

※２、※３　複数利用した場合、合計となります

■実費負担が必要な費用

　・主食費（ごはん、ぱん等）

　・副食費（おかず、おやつ等）

　・その他実費として負担している費用（通園送迎費、行事費等）

　　※ 年収360万円未満（実際には町民税所得割でみます）世帯及び第3子

以降は副食費が免除されます。

まちからの大切なお知らせ

15　広報おおさき 令和元年９月号



住
民
環
境
課

保
健
福
祉
課

企
画
調
整
課

農
林
振
興
課

総
務
課

大
崎
町
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

耕
地
課

曽
於
地
区
消
防
組
合

保健福祉課 社会福祉係
☎099-476-1111（146）

問ひとり親家庭の医療費を助成します

　ひとり親家庭医療費助成制度は、ひとり親家庭に認定された世帯が病院や診療所で診療を受け

たときに、健康保険の自己負担分を助成する制度です。

①  対象となる方

　 町内に住所があり、次のいずれかに該当する児童を養育、監護されている方が対象となります。 

（※児童とは、18歳に達する日以後の最初の３月31日までの間にある方です。） 

 

⑴　父母が婚姻を解消した児童 

⑵　父（母）が死亡した児童 

⑶　父（母）が政令で定める程度の障害の状態にある児童 

⑷　父（母）の生死が明らかでない児童 

⑸　父（母）が引き続き1年以上遺棄している児童 

⑹　父（母）が配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律の規定による命令を 

　　受けた児童 

⑺　父（母）が法令により引き続き1年以上拘禁されている児童 

⑻　母が婚姻によらないで懐胎した児童 

　　※戸籍上認知されている場合でも、平成10年８月から対象になります。 

⑼　前記の児童に該当するかどうか明らかでない児童 

 

養育、監護されている方等の所得額や生活実態によって、対象とならない場合もありますので、

対象になりえるかどうかは、上記の問い合わせ先で確認をしてください。

②  手続きについて

　 　受給者証の交付を受けるためには申請が必要です。下記のものをご準備の上、申請してくだ

さい。

　 ・印鑑（シャチハタ不可）　・住民票（１通）　・戸籍謄本（１通）　・所得証明（１通）　 

・保険証（養育されている方と児童の分）

③  支払いについてのお知らせ

　 　本町では、重度心身障害者医療費助成や子ども医療費助

成など類似する制度との混乱を避けるため、申請月の翌々

月に助成金を振り込んでおりますのでご理解ください。

－おおさきInformation－
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企画調整課 企画政策係
☎099-476-1111（221・222）

問コミュニティ助成事業を募集します

■令和２年度コミュニティ助成事業の募集について

　 　コミュニティ助成事業は、一般財団法人自治総合センターが、宝くじの社会貢献広報事業とし

て地域のコミュニティ活動の充実・強化を図るために実施しているもので、この度、令和２年度

の助成事業の募集案内がありました。助成対象事業については下記のとおりとなっております。

■助成対象事業

助成事業 助成対象経費 助成額

一般コミュニ

ティ助成事業

　コミュニティ活動に直接必要な設備等の整備に要する経費。 

　ただし、建築物、消耗品は助成対象外とする。

100万円

～ 250万円

コミュニティ

センター

助成事業

　コミュニティ活動推進のために、必要な集会施設の建設又は

　大規模修繕、及びその施設に必要とされる備品に要する経費。

　（一般コミュニティ助成事業との併用は不可） 

　ただし、土地の取得や造成、既存施設購入、既存の施設又は

　設備等の撤去、外構工事に要する経費は対象外とする。

対象となる事業費

の5分の3以内 

（上限1,500万円）

青少年健全

育成助成事業

　青少年健全育成事業のソフト事業に要する経費。 

　ただし、他用途に転用可能な備品や消耗品は対象外とする。

30万円

～ 100万円

（助成額は10万円単位で、10万円未満は切り捨て）

■申請方法等

　◦ 助成申請は、町から県を経由して自治総合センターへ提出する必要があります。申請を検討

される団体は、まず企画調整課へご相談ください。 

　◦ 町の応募締切は令和元年９月30日（月）とさせていただきます。申請書類の作成等について詳

しい内容を知りたいという場合は、企画調整課企画政策係（内線221・222）までお問い合わせ

ください。

　　※ 助成申請事業は県全体で優先順位が付されますので、申請すれば必ず助成されるものでは

ありません。 

まちからの大切なお知らせ

企画調整課 商工振興係
☎099-476-1111（227・228）

問消費者ホットライン188（いやや）のご紹介

　消費者ホットライン１８８（局番なし）は、お近くの消費

生活センター等の消費生活相談窓口をご案内することによ

り、消費生活相談の最初の一歩をお手伝いするものです。

「悪質商法等による被害にあった」「ある製品を使ってけがを

してしまった」などの消費者トラブルで困っていることはあ

りませんか？

　そんなときは一人で悩まずに、全国どこからでも３桁の電

話番号でつながる消費者ホットライン「188（いやや！）」に

ご相談ください。専門の相談員がトラブル解決を支援します。 消費者ホットライン１８８

イメージキャラクター　「イヤヤン」

『泣き寝入りは超いやや（188）！』

で覚えてね！
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－おおさきInformation－

農林振興課 農政係
☎476-1111（501・503）

問秋の農作業事故ゼロ運動に努めましょう

農林振興課 畜産係
☎476-1111（511・512）

問畜産衛生情報をお届けします

　農場へはいつどのような病原体が侵入してくるか分かりません。各病原体に有効な消毒薬はそ

れぞれあるのですが、実際に農場で使用する消毒薬は、口蹄疫以外にも効果があるものが良いと

されています。

　ほとんどの病原体に有効なのは消石灰液（10％）と両性界面活性剤とされております。多く使用

されている「逆性石けん」は「有機物が混入すると効果が落ちる」ため、少なくとも毎日、使用頻度

によっては、一日に何回も交換しなくてはならず、すごく手間がかかります。また、気温が低い

冬季などは効果が低くなります。

　一方、「消石灰液」は一部を除き多くの病原体に有効であり、有機物が混入しても効果が変わらな

いので週一の交換で大丈夫です。

　また、農場出入口へ散布する「消石灰帯」に使う消石灰と全く同じなので、「消石灰帯」と「踏込消

毒槽」を同時に作ることが可能です。

　※今回は一般的な消石灰による消毒槽のつくり方をご紹介します。

■ 消石灰による踏込消毒槽の作り方

　作り方は、水10リットルに対し、消石灰100ｇ（紙コップ１杯分）入れるだけです。

　　消石灰は水にほとんど溶けませんので、分量はともかく、白く濁っていれば大丈夫です。

　9月から10月は、稲刈りやさつまいもの収穫、野菜の植付け準備など、農作業が忙しくなります。 

農作業事故を起こさないよう安全対策に努めましょう。

　　【スローガン】

　　 『まずはワンチェック、ワンアクションで農作業安全』

●農業機械を使用するときは、次のことに注意しましょう。

　① 農作業前の安全確認と作業環境の改善に努め、ヒヤリハットをなくそう。

　② トラクタに安全フレームを装着し、運転時にはシートベルト、ヘルメットを着用しよう。

　③ 路肩まで草刈りを行い、路面と側溝等との境界を把握できるようにしよう。

　④ 機械の詰まりを取り除く際は、機械の動作が静止してから取り除こう。

　⑤ こまめに水分補給を行い、熱中症に気をつけよう。

　⑥ もしもの備えに労災保険に加入しよう。

消石灰100ｇ
（紙コップ1杯分） ＋ 水10リットル

広報おおさき 令和元年９月号　18
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まちからの大切なお知らせ

農林振興課 営農推進係
☎476-1111（514・515）

問給水栓の設置・散水器具の申込みはお早目に！

　現在大崎町の畑のほとんどに、ダム等からパイプラインを引

いて農業用水を配水するための畑かんが通っていますが、県営

の畑かん事業の完了が迫っています。事業実施中は給水栓の設

置、散水器具整備の補助事業がありますが、事業完了後は補助

が受けられませんので、ご利用をお考えの方は、お早めに申込

みください。

■給水栓の設置

　 　畑かん用水を使って水利用を行うためには、水利用を行う畑に

必ず給水栓を設置しなければなりません。

　 　なお、給水栓の設置工事は事業実施中なら補助率100％となって

おり、受益者の工事負担金は必要ありません。

■散水器具の設置

　 　水利用を行うためには、「曽於南部土地改良区」に水利用を申込ん

でください。

　 　散水器具は、事業実施中なら工事費の約２割で整備することが

できます。また、散水器具の無料貸し出しも行なっておりますので、

散水器具の導入をお考えの際はぜひご利用ください。

【お問い合わせ先】

　曽於南部土地改良区　　　　　大崎町野方6482-7番地　　☎ 099-471-0171　

　役場農林振興課営農推進室　　大崎町假宿1029番地　　　☎ 099-476-1111

曽於南部地区　計画平面図

完了年度 申込期限

曽於南部地区 R1年度 終了

第二曽於南部地区 R1年度 終了

第三曽於南部地区 R2年度 R1

第四曽於南部地区 R3年度 R2

第五曽於南部地区 H30完了 終了

輝北ダム

第二曽於南部地区

曽於南部地区
第三曽於南部地区
（菱田・在郷・天園）

第五曽於南部地区

第四曽於南部地区

（永吉・持留・岡別府・

神領・仮宿・井俣・

中沖・益丸）
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－おおさきInformation－

総務課 行政係
☎476-1111（211）

問行政相談を開設します

　総務省では、10月７日（月）から13日（日）までの１週間を「行政相談週間」と定め、全国的に各種

行事を実施します。

　大崎町では、行政相談委員の四本完三さんが、行政相談週間行事の一環として、次のとおり行

政相談所を開設しますので、お気軽にご相談ください。

　国、県、町の役所の仕事に関する苦情や行政の制度、運営の改善についての意見、要望等を受

け付け、助言や関係機関に対する改善の申し入れを行います。なお、相談は無料で秘密は厳守さ

れます。

　【期　日】　 令和元年10月９日（水）、及び　令和元年10月23日（水）

　【時　間】　いずれも9：30から15：30まで

　【場　所】　老人福祉センタ－ ☎ 476-3663

【お問い合わせ先】

・総務省行政監視行政相談センター ☎ 099-224-3247

・役場総務課行政係 ☎ 476-1111（内線211）

大崎町地域包括支援センター
☎471-7828

問大崎町地域包括支援センターだより　

　当センターは、高齢者の暮らしについて様々な相談や要望に応える「よろず相談窓口」です。

暮らしのコンシェルジュに、寄せられるご相談と対応を紹介します。

　今月は「認知症予防」について取り上げたいと思います。

●相談内容…  自宅で元気に生活できていますが、年齢を重ねるごとに認知症にならないかと心配

です。認知症予防のために、普段から自分でできる事はありませんか？

●対 応 策… 今回は認知症予防のうち、脳の活性化方法について説明します。

◆ 認知症の初期段階では、以下の3つの脳機能が低下することが分かっています。普段からこれら

の能力を使い鍛えておく事で、認知症予防に繋がると考えられています。

　①エピソード記憶：いつ・どこで・何をしたかという、過去に体験したことの記憶力

　　 『1日前の出来事を日記につける』『レシートを見ずに、買った物を書き出す』『散歩でみた景色

を思い出して、絵を描いてみる』など

　　⇒忘れないようにしよう・思い出そうと意識することで、脳の活性化に繋がります。

　②注意分割機能：２つのことを同時に考えながら行動する能力

　　 『２つの料理を同時に作る』『複数の人と会話をする』『歩きながら、しりとりをする』など

　　⇒前頭葉全体が活性化すると考えられており、脳の若返り効果が期待できます。

　③計画力（思考力）：物事の手順、段取りを考える能力

　　 『複数の人とオセロやトランプのゲームをする』『パズル遊び』『日帰り旅行を計画して、実際

に計画通りに行ってみる』など

　　⇒段取りを考えて実行することが、脳のトレーニングになると言われています。

興味のある事・出来そうな事から、無理のない範囲で取り組んでみましょう

広報おおさき 令和元年９月号　20



住
民
環
境
課

保
健
福
祉
課

企
画
調
整
課

農
林
振
興
課

総
務
課

大
崎
町
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

耕
地
課

曽
於
地
区
消
防
組
合

まちからの大切なお知らせ

耕地課 畑地かんがい係
☎099-476-1111（554）

問曽於南部土地改良区からのお知らせ

　６月末から７月４日にかけての梅雨前線豪雨の影響等により、輝北ダムから各ファームポンド

に畑かん用水を送るための導水管が不安定な状況にあります。

　被災①では道路の路肩が崩落し、不安定な状態となっており、被災②では導水管の破断が発生

しており、今後も導水管の損傷による被害拡大が懸念されます。

　８月から復旧工事に取り掛かっており、12月上旬の通常通水開始を目指して作業を進めており

ますが，この間は十分な量の畑かん用水を確保することが困難な状態が続きますので、引き続き節

水にご協力くださるようお願い申し上げます。

【お問い合わせ先】　曽於南部土地改良区　☎ 099-471-0171

【被災① 野方導水路】 【被災② 野方導水路】

【鹿屋市輝北町平房地内】

発生日：７月４日

導水管が埋設されている道路の路肩が崩落し、

導水管の損傷の恐れがある。現在通行不可

【鹿屋市輝北町平房地内】

発生日：８月25日

道路下に埋設されている、1,350mm径の導水

管から漏水し、道路が流されて崩壊している。

φ1350ｍｍ管埋設

国営管水路

野方支所● ●中央管理所

志布志市役所●

伊崎田郵便局●

●大鳥川水管橋

被災②
被災①

●輝北ダム

φ1350ｍｍ管埋設
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－おおさきInformation－

曽於地区消防組合
☎ 099-482-0579

問大隅曽於地区消防組合からのお知らせ

　大隅曽於地区消防組合では、令和元年10月１日からNet（ネット）119緊急通報システムの運用

を開始します。

　Net119緊急通報システムの運用は、聴覚や言語の障害のため音声言語による通報が困難な人等

のための携帯電話やスマートフォンを利用して行う緊急通報システムです。

【特　徴】

　・携帯電話、スマートフォン及びタブレット端末から簡単な操作で119番通報ができます。

　・携帯電話等のＧＰＳ情報により、通報者の位置を特定できます。

　・消防署とチャット形式で対話が可能であり、詳しい症状等を伝えることができます。

【対象者】

　・ 曽於市・志布志市・大崎町に在住している人で聴覚や言語の障害のため音声言語による通報が

困難な人

　・ 曽於市・志布志市・大崎町に在住している人で環境要因等によりＮｅｔ119の使用を必要とする人

利用するためには事前登録が必要となります。

詳しい内容は、右のＱＲコードを読み取るか

r.ohsumisoh@net119.speecan.jpに空メールを送信してください。

大隅曽於地区消防組合ホームページ　　http://www5.synapse.ne.jp/fdsoh/

大隅曽於地区消防組合フェイスブック　https://www.facebook.com/fdsoh

【お問い合わせ先】

鹿児島県曽於市大隅町岩川5950番地　

消防本部警防課通信指令室　☎ 099-482-0579　FAX 099-482-5712

緊急通報システムのご案内
N e t 1 1 9

大隅曽於地区消防組合
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おおらか・さわやか・きわやかな大崎の教育 教育委員会 管理課
☎476-1111（411・412）

問

■ 夏を制する者は、受験を制す！

　今年も夏休み期間中の８月の５日間、中学３年生を対象にし

た学力向上プロジェクト『学力アップセミナー』が中央公民館で

行われ、55名の生徒が参加しました。大崎中学校をはじめ志布

志高校、中沖小学校、持留小学校の先生方に講師として来てい

ただきました。

　開校式では、卒業生である鹿屋高校１年の岡本 隼斗 さんから、

セミナーの受講体験、受験に対する心構え、高校生活の過ごし

方等を話していただきました。

　教科は、数学と英語の２教科で、内容に応じた３つのコース

に分かれセミナーを受講しました。

　また、閉校式では志布志高校の 亀田 誠 教頭先生に特別講義

をしていただき、生徒たちは引き締まった表情で講義を聞いて

いました。受講を終えた生徒たちからは、「高校の先生の授業が

分かりやすかった」「家で勉強するよりも集中できる」などの感

想が聞かれました。

　これから受験までの大事な時間をどのように過ごせばよいか、

改めて考えるきっかけにもなった有意義なセミナーとなりました。

　私の将来の夢は、看護師になることです。医者の治りょうを助けて、みんなの健康を守ることを将

来の仕事にしたいとずっと考えてきました。実際に病院に行ったときに、活やくしている看護師の方

の仕事ぶりを見て、人の命を救える仕事をしたいと思ったことがきっかけです。もちろん、つらい病

気やけがを抱えている人の近くでサポートするということは、思っている以上に大変なことだとは思

いますが、責任とやりがいも大きいと思います。

　しかし、看護師になるためには、しっかりと勉強して看護師国家試験に合格する必要があります。

今は、学校の勉強をしっかりとして、将来への道につなげたいと思っています。また、看護師を目指

すにあたって、私が一つ直したいなあと思っていることがあります。それは、他の人に対する言い方

がきついところです。ついつい、自分の思いが強すぎて、他の人への言い方がきつくなってしまうの

です。私が見た看護師さんたちは、みんな笑顔でかん者さんたちにやさしく接していました。私も、

だれにでもやさしく接することができるように、言い方に気を付けていきたいと思います。

　私も来年は中学生になります。大人に少しずつ近づいていきます。将来の自分の姿を考えながら一

日一日を大切に過ごしていきたいと思います。看護師の仕事についても少しずつ知っていきたいです。

　将来、看護師になって良かったなあと思えるように、自分の夢に向かってがんばっていきます。

　　『将来の夢』

菱田小学校　６年　神
かん

﨑
ざき

　玲
れ

奈
な

No.37

▲生徒の英語の発音の確認

▲根気よく数学の問題に取り組む生徒
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世界知る　読書100冊　豊かな心

おおらか・さわやか・きわやかな大崎の教育 教育委員会 社会教育課
☎476-1111（411・412）

問

平成31年度 全国学力・学習状況調査の結果について

　平成31年４月18日（木）、小学６年生と中学３年生を対象に実施された全国学力・学習状況調査の

結果がまとまりましたので、お知らせいたします。

１　学力調査結果【本町平均、地区平均、県平均、全国平均】

　　※ 数字は正答率（%） 。「⬆」は、全国平均を上回り、「⬆」は地区平均を上回ったもの。

　⑴　【学力調査結果考察】

　　 ア　小学６年生

　　　　 国語では、全国平均と比較して若干高い結果となり、学力向上に向けて改善の兆しが見れ

ます。これは、県全体についても同様のことが伺えます。また、算数は地区平均を上回っ

たものの、県や全国平均には届きませんでした。

　　 イ　中学３年生

　　　　 鹿児島県は、依然として全ての教科で全国平均を下回る厳しい状況が続いています。この

ような中、本町では地区平均で見ると、英語が上回っているものの、国語が同水準、数学

は下回る結果となりました。

　　 ウ　学力調査結果全体から 

　　　　 問われていることについて、記号から選択する問題については、正答率が高いものの、条

件を踏まえながら筋道を立てて説明することに苦手意識をもっている子どもが多く、授業

改善して理解を深める必要があります。

　　　　本町では、これまで小中学校が連携し、情報交換や授業参観を継続してきました。

　　　　今後も、町内各校の連携を図りながら、授業力の向上に一層努めていきます。

これまでの調査との違い

■ 問題内容を「Ａ知識型」や「Ｂ活用型」に分けず、両者一体型の問題形式となった。

■  今回から中学３年では「英語」調査が実施された。特に「話すこと」については、生徒がマイク

付ヘッドホンをつけ、パソコンに向かって話しながら回答する形式で行われた。

■  今回の中学３年の英語における「話すこと」調査は、全国全ての学校で実施していないため 

【参考値】としての公表となる。

国語 算数

小
学
６
年

大 崎 町 平 均    64 ⬆   64 ⬆

大隅地区平均    64    63

鹿児島県平均    66    65

全 国 平 均 63.8 66.6

【参考値】英語〔話すこと〕

大 崎 町 平 均 1.6 問 /5 問 ⬆⬆

大隅地区平均 ―

鹿児島県平均 1.5 問 /5 問

全 国 平 均 1.5 問 /5 問  

国語 数学 英語

中
学
３
年

大 崎 町 平 均    67    52    50 ⬆

大隅地区平均    67    53    49

鹿児島県平均    70    57    53

全 国 平 均 72.8 59.8 56.0
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熱い鼓動　風は南から

おおらか・さわやか・きわやかな大崎の教育 教育委員会 社会教育課
☎476-1111（411・412）

問

２　学習状況の調査

　　※ 全国・県と比べ、結果の差が見られるものを抜粋。数値は回答率（%）「⬆」は、県平均を上回ったもの

　⑴　 小学校調査（４段階評価の中で最も肯定的「当てはまる」と回答した割合）

大崎町 県 全国

「家の人と学校での出来事について話をする」と答えた児童 82.0 ⬆ 74.0 68.2

「将来の夢や目標をもっている」と答えた児童 75.7 ⬆ 71.8 65.9

「先生は、分かるまで教えてくれる」と答えた児童 69.4 ⬆ 63.6 59.5

「人が困っているときは進んで助ける」と答えた児童 51.4 ⬆ 39.9 40.4

「朝食を毎日食べている」と答えた児童 82.0 85.9 86.7

「自分にはよいところがある」と答えた児童 29.7 33.0 38.8

　⑵　 中学校調査（４段階評価の中で最も肯定的「当てはまる」と回答した割合）

大崎町 県 全国

「いじめは、どんな理由があってもよくない」と答えた生徒 89.4 ⬆ 81.5 78.3

「将来の夢や目標をもっている」と答えた生徒 58.5 ⬆ 48.4 44.9

「学級みんなで話し合って決めたことに協力して取り組み、
うれしかったことがある」と答えた生徒

56.4 ⬆ 44.4 45.4

「先生は、分かるまで教えてくれる」と答えた生徒 50.0 ⬆ 37.0 37.3

「朝食を毎日食べている」と答えた生徒 80.9 84.6 82.3

「学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）１日の
勉強が２時間以上」と答えた生徒

28.7 36.4 35.5

　⑶　【学習状況調査結果考察】

　　 　「将来の夢や目標をもっている」「家の人と学校での出来事について話をする」「学級みんなで

話し合って決めたことに協力して取り組み、うれしかったことがある」といった小・中学生の回

答が、県や全国と比べて高く、大崎の子どもたちが家族と学級の仲間たちとコミュニケーショ

ンを図りながら、自分の目標に向かって努力をしている姿が伺えます。また、学習では小学生

とも学んだことを先生から分かるまで教えてもらいながら、授業や家庭学習で、学びを深めて

いることも伺えます。

　　 　一方、小・中学生とも「朝食を毎日食べている」という回答が、低くなっています。小学生にお

いては「自己肯定感」の低さが目立ちます。毎日の生活で子どもとしっかり向き合い、頑張りを

褒め、子どもが次の日に元気で過ごせるように声かけをお願いします。

　　 　また、中学生については、２時間以上の家庭学習をする生徒が３割未満となっています。中学

校の学習は、小学校と比較して学習内容が広く深くなります。したがって、学びを支えるために

は、学校の授業の他、家庭学習が一層重要な役割を占めてきます。家での時間の使い方を工夫し、

家庭学習の時間を確実に取り、習慣化を図ることが必要です。

　　 　子どもたちの夢実現に向け、家庭での生活環境を見直し、頑張りを励ますことが、よりよい

成長につながると考えます。今後も見守りと見届けをよろしくお願いします。

「早寝・早起き・朝ごはん」は、パワーチャージのための必須アイテムです！

学力を伸ばすには、学校の授業のほか、家庭学習習慣の定着が不可欠です！
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開館時間 平日（火～金）   9：30 ～ 18：00

☎476-4251 土・日・祝日　 9：00 ～ 17：00

休館日：毎週月曜日（※月曜日が祝日の場合は翌日が休館）

一般図書

児童図書

①タイトル

②著者名

③出版社

①タイトル

②著者名

③出版社

図書館へ行こう
〜図書館のおすすめ本〜

毎月第３日曜日は『ふれあいおはなし会』

お知らせコーナー
新 刊 紹 介

一 般 図 書
剣樹抄 冲方　丁

濃いめがおいしい至福のプリン 柳瀬　久美子

さよならの儀式 宮部　みゆき

スズメの事ム所 朱川　湊人

ツキノネ 乾　緑郎

途中下車はできません 山本　巧次

十津川警部追憶のミステリー・ルート 西村　京太郎

夏物語 川上　未映子

ハンドメイドアクセサリーの本 日本ヴォーグ社

へぼ侍 坂上　泉

児 童 図 書
エリザベス女王一世 水井　万里子

おかあさんありがとう みやにし　たつや

しつもん！ドラえもん　教えて！生物編 藤子・Ｆ・不二雄

野うさぎレストランへようこそ 小手鞠　るい

100年ハチミツのあべこべ魔法 あんびる　やすこ

夏に降る雪 あんず　ゆき

かいけつゾロリうちゅう大さくせん 原　ゆたか

トイ・ストーリー４ スーザン・フランシス

魔女の子ども ケリー・バーンヒル

おなかがへった マメイケダ

【図書館まつりを開催します！】
（ふれあいおはなし会拡大版）

　　　　期日：10月20日（日）

　　　　時間：午後１時30分～

　町内の読書グループによる読み聞かせや、

大型絵本・ペープサート・紙芝居など内容盛

りだくさんで開催いたします。

　ご来場の子どもたちにプレゼントもあり

ますので、ぜひお越しください！

【鹿児島県立図書館貸出文庫コーナー】

　８月に新しく、本の入れ替えをおこないま

した。ぜひ、ご利用ください。

① 

つ
く
る
・
育
て
る
・
飾
る
！

超
ミ
ニ
盆
栽

②
岩
井　

輝
紀

③
ブ
テ
ィ
ッ
ク
社

① 

う
そ
つ
き
タ
ケ
ち
ゃ
ん

②
白
矢　

三
恵

③
文
研
出
版

① 
る
す
ば
ん
か
い
ぎ

②
浜
田　

桂
子

③ 

理
論
社

①
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と

　

だ
だ
ん
だ
ん

②
や
な
せ　

た
か
し

③
フ
レ
ー
ベ
ル
館

① 

ク
ジ
ラ
ア
タ
マ
の
王
様

②
伊
坂　

幸
太
郎

③
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

① 
そ
ば
粉
１
０
０
％
の

お
い
し
い
パ
ン
と

レ
シ
ピ

②
小
池　

と
も
こ

③
二
見
書
房
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豊かな自然が宝物　みんなで紡ぐ結いのまち

The calendar of the town

町のカレンダー

月 火 水 木 金 土 日

9/16
● 子宮頸・乳がん検診 

保 （予約制）

敬老の日

17
● おおさき女性講座 

中公 19：30 ～

●図書館休館日

● 育児相談 

保 9:15 ～11:00

● マスターズプロジェクト 

大 9：15 ～11：00

18
● マスゲーム練習会 

体 19:30 ～

●本の宅配

● 障害者巡回相談 

保 10:00 ～12:00

● マスターズプロジェクト 

野活 9：15 ～11：00

19
● なかおき女性講座 

中沖 19：30 ～

● 鳥獣害対策研修会 

野活 13:30 ～

● 乳児及び産婦健診 

保 12:50 ～13:10
（受付）

● いきいきクラブ 

老 9:30 ～11:30

20
● 野方いきいき講座 

野 10：00 ～

21
● 成牛せり市 

曽於中央家畜市場 

9:30 ～

22
● 大崎町職員採用試験 

初級試験（一次）

23
● 毎月23日は子どもと

いっしょに読書の日 

（ポイント２倍）

秋分の日

24
● 子牛せり市  

曽於中央家畜市場 

9:30 ～（26日まで）

● だいまる女性講座

● ２歳児歯科健診 

保 12：40 ～13：00

（受付）

● マスターズプロジェクト 

老 9:15 ～11:00

●図書館休館日

25 26
● 交通安全1,000人 

街頭立哨パレード

● いきいきクラブ 

老 9:30 ～11:30

27 28
● 県畜産共進会  

姶良中央家畜市場 

9:00 ～

29
● 午後の恋茶 

～ Afternoon 
Tea Party ～ 
サザンクロス 
15:00 ～18：00

30
● 子宮頸・乳がん検診 

愛生会 （予約制）

●図書館休館日

10/1
● いきいき実年大学 

中公 10：00 ～

● 育児相談 

保 9:15 ～11:00

●本の宅配

2
● 和牛登録検査 

町家畜集合指導 

センター 

8:30 ～

● 県ホルスタイン共進会 

姶良中央家畜市場 

9：30 ～

● マスターズプロジェクト 

野活 9：15 ～11：00

3
● マスゲーム練習会 

体 19:30 ～

● いきいきクラブ 

老 9:30 ～11:30

4 5 6

7
●図書館休館日

8
● マスターズプロジェクト 

老 9:15 ～11:00

9
● マスゲーム練習会 

体 19:30 ～

● マスターズプロジェクト 

持 9：15 ～11：00

10
● もちどめ女性講座 

持 19：00 ～

● いきいきクラブ 

老 9:30 ～11:30

11 12 13
● 第67回町民体育祭 

中央  
雨天時 総合体育館

● おおさきチャレンジ

朝市　三文字地区城

南通り 

8:00 ～11:30

14
● 体育館無料開放 

9:00 ～ 22:00

●図書館休館日

体育の日

15
●図書館休館日

● マスターズプロジェクト 

大 9：15 ～11：00

● 就学児健診 

中公 （～16日まで）

●教育相談
　毎週火曜日　9:00～16:00
　中央公民館
●心配ごと相談
　毎週水曜日　9:30～15:30
　老人福祉センター

●図書館休館日
　毎週月曜
●行政相談
　毎月第4水曜日　9:30～15:30
　老人福祉センター

資源ゴミ回収
（第３木曜日地区）

資源ゴミ回収
（第４木曜日地区）

農振…農業振興センター
野……野方改善センター
中公…中央公民館
保……保健センター
体……大崎町総合体育館
老……老人福祉センター
共……共済組合
菱……菱田改善センター
持……持留改善センター
中央…中央運動公園

砂…… ビーチスポーツ専用競技場
大……大丸改善センター
役福…役場保健福祉課
野活… 野方地区活性化センター
中沖…中沖地区公民館
プ……益丸プール
ふ……ふれあいの里公園
図……大崎町立図書館
大も…大崎ものづくり会館町内の休日在宅医

９月15日 休み

９月22日 休み

９月29日 休み

10月６日 休み

10月13日 休み

【町営住宅空家情報】
● ９月４日現在、空き家は３部

屋あります。（公営１・町営２）
　建設課管理係　 
☎476-1111（154）

【今月の納税】
国民健康保険税…第４期
水道料

午後７時～翌日午前７時
☎ 0994-45-4119

年中
無休

大隅広域夜間
急病センター

夜間の急患対応 人口と世帯数

令和元年８月末現在　対前月比

■人　口 12,973人（-9）

　　男 6,149人（-5）

　　女 6,824人（-4）

■世帯数 6,713戸（+1）

●出生 7人

●死亡 16人

●転入 58人

●転出 58人
（注）下記日程は変更になることもあります。

資源ゴミ回収
（第１木曜日地区）

資源ゴミ回収
（第２木曜日地区）
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Ｘ
等
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問 

鹿
屋
医
療
セ
ン
タ
ー
総
務
課 

鹿
屋
市
札
元
１
‐
８
‐
８ 

☎
０
９
９
４
‐
４
２
‐
５
１
０
１

曽
於
南
部
土
地
改
良
区 

職
員
採
用
試
験
の
ご
案
内

　

曽
於
南
部
土
地
改
良
区
で
は
、
令
和

元
年
度
職
員
採
用
候
補
者
名
簿
登
載
し

県
を
実
施
し
ま
す
。

【
採
用
予
定
人
員
】

　

若
干
名

【
日
時
】

　

11
月
10
日
（
日
）

　

午
前
９
時　

受
付
開
始

【
会
場
】

　

曽
於
南
部
土
地
改
良
区

【
職
種
】

　

一
般
職

【
受
験
資
格
】

　

① 

平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
14

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

　

② 

学
校
教
育
法
に
基
づ
く
高
等
学
校

卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
者

　

③ 

普
通
自
動
車
免
許
（
Ａ
Ｔ
限
定
不

可
、
令
和
２
年
３
月
末
日
ま
で
に

取
得
見
込
み
の
者
を
含
む
。
）
を
有

す
る
者

　

※ 

採
用
後
は
、
有
明
町
、
大
崎
町
、

輝
北
町
の
い
ず
れ
か
に
居
住
で
き

る
者

【
受
験
申
込
書
の
請
求
】

　

曽
於
南
部
土
地
改
良
区
、
志
布
志
市

　
　

12
月
16
日
（
月
）

　

※ 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
９
月
８

日
（
日
）
、
９
月
11
日
（
水
）
、
10

月
16
日
（
水
）
及
び
11
月
６
日
（
水
）

に
行
い
ま
す
。

問 

県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校 

鹿
屋
市
川
西
町
３
４
８
２ 

☎
０
９
９
４
‐
４
４
‐
８
６
７
４

知
っ
て
得
す
る 

医
療
講
座
の
お
知
ら
せ

　

鹿
屋
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
身
近
な

医
療
等
に
関
す
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

県
民
健
康
プ
ラ
ザ
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

で
毎
月
第
２
木
曜
日
に
「
知
っ
て
得
す

る
医
療
講
座
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】

　

９
月
12
日
（
木
）

【
会
場
】

　

県
民
健
康
プ
ラ
ザ

　

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
健
康
科
学
館

　

〒
８
９
３
‐
０
０
１
３

　

鹿
屋
市
札
元
１
‐
８
‐
７

　

☎
０
９
９
４
‐
５
２
‐
０
０
５
２

【
テ
ー
マ
】

　

「
臨
床
検
査
っ
て
な
に
・
・
・
？
」

　

～
検
査
結
果
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
～

【
講
師
】

　

吉
國　

謙
一
郎
（
臨
床
検
査
技
師
長
）

【
参
加
費
】　

無
料

【
申
込
方
法
】

　

参
加
希
望
の
方
は
、
住
所
、
電
話
番

号
、
参
加
人
数
を
ご
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ

障
害
者
委
託
訓
練
生 

募
集
の
案
内

【
訓
練
内
容
】

　

パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
た
基
本
操
作
訓

練
、
コ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ナ
ー
の
習
得
及
び
就
職
支
援

【
訓
練
実
施
場
所
】

　

鹿
屋
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校

　

（
鹿
屋
体
育
大
学
前
）

【
受
講
料
な
ど
】

　

無
料

　

（
教
材
費
２
０
９
０
円
は
自
己
負
担
）

【
定
員
】

　

９
人

　

（ 

応
募
が
少
な
い
時
は
、
訓
練
を
実

施
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
）

【
訓
練
期
間
】

　

３
ヶ
月

　

12
月
３
日
（
火
）
～

　

令
和
２
年
２
月
27
日
（
木
）

　

時
間
：
９
時
～
15
時
50
分

　

（
土
日
祝
休
み
）

【
応
募
資
格
】

　

求
職
中
の
障
害
者
の
方
。
就
労
支
援

事
業
所
等
で
支
援
を
受
け
て
い
る
方
も

可
能
。

【
募
集
期
間
】

　

10
月
15
日
（
火
）
～
11
月
５
日
（
火
）

【
願
書
提
出
書
類
及
び
提
出
先
】

　

■
提
出
書
類

　

・
入
校
願
書

　

・ 

身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し
（
手
帳
の

な
い
方
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。）

　

・
写
真
１
枚

　

（
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
）

　

■
提
出
先

　

・
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

【
選
考
方
法
】

　

■
面
接

　

・
日
時　

令
和
元
年
11
月
15
日
（
金
）

　

・
場
所　

鹿
屋
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校

【
合
格
発
表
】

　

11
月
25
日
（
月
）

問 
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校 

薩
摩
川
内
市
入
来
町
浦
之
名
１
４
３
２ 

☎
０
９
９
６
‐
４
４
‐
２
２
０
６

鹿
屋
・
大
隅
地
区
障
害
者

就
職
面
接
会
に
つ
い
て

　

公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
障
害
者
の

就
業
を
直
接
支
援
す
る
た
め
、
障
害
者

と
事
業
主
が
一
堂
に
会
す
る
障
害
者
就

職
面
接
会
を
実
施
し
ま
す
。

【
開
催
日
時
】

　

９
月
20
日
（
金
）

　

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時

【
場
所
】

　

ホ
テ
ル
さ
つ
き
苑
（
鹿
屋
市
）

【
参
加
条
件
】

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
事
前
に
参
加
申
込

を
し
て
い
る
こ
と
。

問 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鹿
屋 

☎
０
９
９
４
‐
４
２
‐
４
１
３
５ 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
隅 

☎
０
９
９
‐
４
８
２
‐
１
２
６
５

県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、
令
和

２
年
度
の
入
校
生
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
科
目
】

　

電
気
設
備
科　

定
員
20
名

　

（
訓
練
期
間
２
年
）

【
応
募
資
格
】

　

高
等
学
校
卒
業
者
（
卒
業
見
込
み
者

を
含
む
）
ま
た
は
、
同
等
以
上
の
学
力

を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者

【
応
募
書
類
】

　

入
校
願
書
（
本
校
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、

県
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。
）

【
願
書
受
付
】

　

■
Ａ
日
程

　
　

９
月
２
日
（
月
）
～
10
月
24
日
（
木
）

　

■
Ｂ
日
程

　
　

11
月
28
日
（
木
）
ま
で
に
提
出

【
試
験
日
】

　

■
Ａ
日
程

　
　

11
月
１
日
（
金
）

　

■
Ｂ
日
程

　
　

12
月
６
日
（
金
）

【
試
験
科
目
】

　

筆
記
試
験
（
総
合
問
題
）
及
び
面
接

【
試
験
会
場
】

　

鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

【
合
格
発
表
】

　

■
Ａ
日
程

　
　

11
月
11
日
（
月
）

　

■
Ｂ
日
程

お知
らせ

お知
らせ

お知
らせ

お知
らせ

お知
らせ
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問 

公
益
財
団
法
人
鹿
児
島
県
市
町
村 

振
興
協
会 

☎
０
９
９
‐
２
２
６
‐
１
０
０
１

第
２
弾
ト
レ
ー
ナ
ー
が 

教
え
る
小
学
生
走
り
方
教
室

　

ミ
ニ
ハ
ー
ド
ル
・
フ
レ
キ
ハ
ー
ド
ル

を
用
い
た
速
く
走
る
た
め
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

　

保
護
者
の
方
も
是
非
こ
の
機
会
に
ご

一
緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
期
日
】

　

10
月
6
日
（
日
）

【
時
間
】

　

10
時
～
12
時

【
場
所
】

　

ジ
ャ
パ
ン
ア
ス
リ
ー
ト
ト
レ
ー
ニ
ン

　

グ
セ
ン
タ
ー
大
隅
室
内
陸
上
競
技
場

【
対
象
】

　

小
学
生
４
～
６
年
生　

【
定
員
】

　

30
名

【
受
講
料
】

　

１
０
０
０
円

【
指
導
者
】

　

鈴
木　

章
介

　

※
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ｔ
‐
Ａ
Ａ
Ｔ
Ｉ

　
　

上
級
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
者

問 

ジ
ャ
パ
ン
ア
ス
リ
ー
ト
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
大
隅 

☎
０
９
９
‐
４
７
７
‐
１
１
０
２

地
域
の
言
葉
・
食
材
で 

郷
育
と
慈
育
を
テ
ー
マ
に 

交
流
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す

【
期
日
】

　

10
月
20
日
（
日
）

【
時
間
】

　

9
時
30
分
～
12
時

【
場
所
】

　

中
央
公
民
館

【
対
象
者
】

　

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

　

小
・
中
学
生

【
内
容
】

　

『
地
域
の
言
葉
、
食
材
を
郷
育
・
慈
育
』

　

①
鹿
児
島
弁
ク
イ
ズ

　

②
方
言
劇
「
じ
い
ち
ゃ
ん
の
冒
険
」

　

③ 

大
型
紙
芝
居
・
方
言
読
み
聞
か
せ

『
お
む
す
び
こ
ろ
り
ん
』

　

④
お
に
ぎ
り
た
い
む

　
　

 （
大
崎
町
産
な
つ
ほ
の
か
で
お
に

ぎ
り
を
作
ろ
う
！
）

【
申
込
み
方
法
】

　

中
央
公
民
館
に
あ
る
チ
ラ
シ
か
ら
応

募
い
た
だ
く
か
、
左
記
問
合
せ
先
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
の
は
な 

☎
０
９
０
‐
６
７
７
３
‐
９
４
１
８

「
地
域
が
育
む
『
か
ご
し
ま

の
教
育
』県
民
週
間
」に 

ご
参
加
く
だ
さ
い

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
11
月
１
日

（
金
）
～
11
月
７
日
（
木
）
を
「
地
域
が
育

む
『
か
ご
し
ま
の
教
育
』
県
民
週
間
」
と

し
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
な
ど
に

お
い
て
、
学
校
開
放
や
授
業
参
観
、
地

域
の
特
色
を
生
か
し
た
行
事
な
ど
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
へ
お
越
し
い
た
だ
き
，

子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
目
的
】

　

学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
の
連
携
と

協
力
の
下
に
、
県
民
一
人
一
人
が
鹿
児

島
の
教
育
に
つ
い
て
考
え
る
気
運
を
高

め
、
本
県
教
育
の
充
実
と
発
展
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【
内
容
】

　

行
事
な
ど
詳
し
く
は
、
各
学
校
や
市

町
村
教
育
委
員
会
か
ら
の
案
内
、
県
教

育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問 

県
教
育
庁
総
務
福
利
課 

☎
０
９
９
‐
２
８
６
‐
５
６
６
１

役
所
農
政
畜
産
課
、
各
総
合
支
所
（
志

布
志
・
松
山
）
、
大
崎
町
耕
地
課
、
鹿

屋
市
役
所
農
林
商
工
部
農
地
整
備
課
、

輝
北
総
合
支
所
産
業
建
設
課

【
受
付
期
間
】

　

９
月
17
日
（
火
）
～
10
月
24
日
（
木
）

　

※
当
日
消
印
有
効

【
受
付
時
間
】

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
ま

で
と
し
、
土
、
日
、
祝
日
は
除
く

問
曽
於
南
部
土
地
改
良
区

　

総
務
管
理
課　

事
務
局

　

☎
０
９
９
‐
４
７
１
‐
０
１
７
１

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ 

宝
く
じ
が
発
売
さ
れ
ま
す

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の

明
る
い
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ

れ
ま
す
。

【
発
売
期
間
】

　

９
月
24
日
（
火
）
～
10
月
18
日
（
金
）

【
抽
選
日
】

　

10
月
30
日
（
水
）

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　

当
選
金
（
８
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）

　

１
等　

３
億
円
×
８
本

　

前
後
賞　

１
億
円
×
16
本

　

組
違
い
賞　

10
万
円
×
７
９
２
本

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

　

当
選
金
（
４
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）

　

１
等　

２
０
０
０
万
円
×
16
本

　

前
後
賞　

５
０
０
万
円
×
32
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

お知
らせ

お知
らせ

令和元年８月分  子牛セリ市成績表（町内分）

最高価格（血統） 平均価格 前月比 次回開催日

雌 1,050,000円（満天白清×忠富士×日向国） 635,364円 +1,920円
９月24日（火）

～

９月26日（木）
去勢 1,113,000円（直太郎×美国桜×百合茂）　 781,458円 +5,555円

全体 ※価格はセリ価格（消費税抜き）です。 700,770円 －5,515円

農林振興課畜産係　☎476-1111（511）問

お知
らせ

お知
らせ
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垂題『●●』

兄き

ょ

で弟
喧け

ん

嘩か　

幼こ

少め

時と

か
食く

も

ん物　

今
遺
産

　

（
唱
）
団だ

ご子
も
遺
産
も　

兄
あ
に
ょ

い
な
勝
た
じ

 

北
村
虎
王

仲
な

か

良い

兄き

ょ

で妹　

夫み

と婦
ん
ご
ち
ゃ
っ
ち　

揶ち

ょ

く揄
ら
け
っ

　

（
唱
）
美シ

ャ

ン人
の
妹

い
も
っ

が　

兄
あ
に
ょ

い
な
自
慢

 

藤
元
鬼
瓦

姉
妹
ん
多う

け　

ぺ
ち
ゃ
く
ち
ゃ
居
間
は　

騒
せ

が

ら
し
ゅ
し

　

（
唱
）
語

か

た

ら
な
損
ち　

言ゆ

を
そ
な
塩あ

ん

べ梅

 

上
窪
小
絵

小こ

め
兄き

ょ

で妹
ん　

飯
ま

ま

事ご

ち
ゃ
親
ん　

真ま

ね似
を
し
っ

　

（
唱
）
マ
マ
ん
役

や

っ

じ
ゃ
ろ　

「
パ
パ
遅
れ
る
よ
」

 

遠
矢
酎
多

盆
ぼ

ん

し

ょ

う

が

つ

正
月　

今こ

ん度
だ
ハ
ワ
イ
ち　

弾
は

ず

ん
兄
弟

　

（
唱
）
話

は
な
し

の
分

ぶ

ん

な　

大
と
大
と
語
っ

 

西
ノ
園
ひ
ら
り

交通事故状況
（  　）内は対前年比

令和元年７月末現在

交通事故発生状況等注意事項

区　分 発生件数 死　 者 傷　者

県　下 2,645（-708） 33（-2） 3,054（-880）

大崎町 23（+2） ０（-1） 26（-1）

大崎短歌会 薩摩郷句 兼題『兄
きょで

弟・姉
きょで

妹』

■ 電動車いすの交通死亡事故発生

　７月に電動車いす利用者が被害者となる交通死亡事故が発生

しました。この事故は、横断歩道のない交差点を横断中の電動

車いす利用者が普通乗用車にはねられた事故です。電動車いす

は、危険を察知しても直ちに回避措置ができません。横断歩道

のある場所では必ず横断歩道を渡り、横断歩道がない場合は、

見通しの良い場所で左右を確認してから横断しましょう。

七
夕
の　

短
冊
と
も
言
え
ぬ　

紙
き
れ
を

　

形
通
り
に　

今
書
き
終
え
る 

大
和
て
る
み

鈴
三
打　

極
楽
の
ド
ア
を　

ノ
ッ
ク
す
る

　

朝
の
お
茶
を
ば　

お
供
え
の
の
ち 

原
田
葉
子

コ
ン
バ
イ
ン
の　

音
か
ろ
や
か
に　

二
反
歩
の

　

熟
れ
た
稲
穂
の　

穫
り
入
れ
終
る 

長
重
悦
子

流
れ
く
る　

昼
の
憩
い
の　

テ
ー
マ
曲

　

聞
く
た
び
母
の　

面
影
浮
か
ぶ 

坂
元
つ
る
子

雨
降
る
な　

ふ
れ
ば
心
が　

寒
く
な
る

　

止
ん
だ
ら
夫
と　

寿
司
買
い
に
行
こ 

高
瀬
睦
子

SDGs推進宣言のまち、大崎町SDGs 17のゴールを説明します！新連載！

世界の働く女性の賃金（平均）は男性を

24％下回っています。

ジェンダーが平等である（すべての人が性
を理由に差別されない）ようにし、すべての
女性と女の子のエンパワーメント（力をつ
けること）を図ります

この目標を達成するために、世界の国々が合意したことは何ですか？

　□ 女性と女の子に対するあらゆる差別を、世界のどの場所においてもなくします。

　□ 女性や女の子を身体的・精神的・性的に傷つけるような行為や慣習がおこなわれないようにします。

　□ 女性や女の子が男性と同じように教育を受けられるようにします。

　□ 女性が雇用や給与、家事分担、土地や財産の取得、政治への参加などで差別されないようにします。

 SDGs（Sustainable Development Goals）とは…
　 “2030年までに貧困に終止符を打ち、持続可能な未来を追求しよう。”「持続可能な開発のための2030アジェンダ」が2015

年９月に国連総会で採択されました。そこに盛り込まれたのが、世界を変えるための17のゴールです。途上国も先進国も

含めた世界中の１人ひとりに関わる取組みです。
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梅
雨
明
け
て　

開
け
放
ち
た
る　

我
が
家
か
な 

宮
脇
洋
子

朝
涼
し　

旧
知
の
友
と　

出
会
ひ
け
り 

桑
原
正
樹

二
筋
の　

飛
行
機
雲
や　

梅
雨
明
く
る 

坂
元
つ
る
子

草
刈
機
の
　
音
に
目
覚
め
し
　
梅
雨
晴
間 

三
浦
倫
子

寝
落
ち
た
る　

子
に
風
や
さ
し　

夏
座
敷 

宮
下
の
し

味
見
し
て　

塩
一
つ
ま
み　

夏
あ
ざ
み 

内
村
美
惠
子

大崎俳句会

　障がいがある人もない人もそれぞれの個性と魅力をもって生きて

います。困ったことは、助け合い自然体で接するようにしましょう。

■ 知っていますか？　外見では不自由さが伝わりにくい 

障がいがあります

● 発達障がい：脳の発達の仕方の違いから、他人の気持ちや感

情を理解することが苦手な場合があります。

●  内部障がい：心臓や呼吸機能など、体の内部に障がいがあり、不

自由さが外見から分かりにくいため、誤解を受けることがあります。

●  精神障がい：脳機能の障がいの１つで、統合失調症、認知症な

ど外見では障がいが分かりにくく誤解を受けることがあります。

【私たちにできること】みんなが暮らしやすい社会をつくりましょう！

～ 障がい者の人権 ～

人権 啓発シリーズ

戸籍の窓
戸籍の窓は、広報紙への掲載希望のあった方を掲載しています。（※敬称略）

届出日

（８月１日～８月31日）

う
ぶ
声

《
出
生
児
》　
　

《
保
護
者
》《
地
区
》

延
時　

百も
も

花か 

司 

神
領

 

沙
耶
佳

佐
々
木　

凜り
ん 

正
高 

茨
城
県

 

さ
や
か

川
畑　

姫ひ
め

華か 

亮
輔 

菱
田

 

舞

中
村　

蓮れ
ん 

翔 

持
留

 

千
弘

今
吉　

竜り
ゅ
う
く空 

竜
二 

益
丸

 

舞

川
北　

煌お
う

雅が 

雅
俊 

菱
田

 

麗
華

穂
園　

輝こ
う
せ
い星 

和
也 

仮
宿

 

和
恵

お
く
や
み

　
　

《
故　

人
》　
　

《
年
齢
》《
地
区
》

税

所
　

遥　

（
83
歳
・
野
方
）

柏

木
　

榮　

（
89
歳
・
野
方
）

宮

路　

久

子　

（
82
歳
・
永
吉
）

折
尾　

ノ
リ
子　

（
91
歳
・
野
方
）

瀬
戸
口　

フ
ミ
エ　

（
85
歳
・
菱
田
）

郷
萬　

ヨ
シ
子　

（
92
歳
・
横
瀬
）

比

良　

久

子　

（
81
歳
・
持
留
）

川

畑　

和

彦　

（
50
歳
・
仮
宿
）
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この広報紙は再生紙を使用しています

大隅半島の中心地

国道220号線沿い

【宿泊のご予約・お問合せ】

曽於郡大崎町
永吉字中段8360番地
（ホテルAZ向い）

TEL：099-478-8111

TEL：099-478-8112
お食事処ダイニング・しゃぶしゃぶ喜水亭

⬅至鹿屋 国道220号 至志布志➡

喜水館・喜水ホール
お食事処ダイニング
しゃぶしゃぶ喜水亭

ルピノン
　の里

坂元内科
クリニック

ホテルＡＺ ローソンＡコープ

ホテル
オオサキ

在りし日の故人を偲び、慈しむ  法要プラン

チャペルホール
（ウエディング・コンサート・各種催物）

食べれる 泊まれる 体験できる 集える

只今無料開放中

テニスコート

オープン
テニスコート

オープン

最大

200名収容

大
宴
会
場

オ
ー
プ
ン
!

KyutokuKennsetsu  co . , L td

この土地に住む人の

心の架け橋となる

ものづくりを提供する

U・Ⅰターン歓迎 
働き人募集中!
U・Ⅰターン歓迎 
働き人募集中!

TEL(099)476-1131 ㈹　FAX(099)476-3244
MAIL   info@kyutoku.co.jp　  URL  http://www.kyutoku.co.jp

〒899-7302   鹿児島県曽於郡大崎町神領 2156-1

ＪＡマイカーローンキャンペーン実施中ＪＡマイカーローンキャンペーン実施中
令和元年７月１日(月）～令和２年５月２９日（金）まで！！

【ご注意事項】

●お申込みに際しては、当ＪＡ所定の審査をさせて頂き、審査結果によりご融資をお断りさせていただく場合がございますのでご了承ください。

※エコカー減税に該当する車の購入、給与振込がある方など、
全１１項目のうち１つでも該当すれば 最軽減後金利１.２５％が
適用されます。詳しくは、ＪＡ窓口までお問い合わせください。

10月のイベント情報

第37回野方ふれあい
　　　　　　ふるさとまつり
● 期日　10月５日（土）

● 時間　街頭パレード　16:00～

　　　　本祭　　　　　17:00～

● 場所　野方公民分館グラウンド
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